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法人設立年月日

経 営 主 体

事業開始年月日

設 置 主 体 社会福祉法人　望洋会

昭和５９年　９月１１日

昭和６０年　４月１０日

　　　同　　　上

はじめに

　社会福祉法人の設立から携わってこられた、理事兼園長 髙志経夫氏が退任され、４

月から新たに園長として大富省三氏をお迎えいたしました。大富園長自ら、新しい事に

挑戦していただくなどして、今までとは違ったあゆみの里と変化しております。

　コロナ禍が過ぎ安心しておりましたが、利用者さんの高齢化が進んできており、長期

入院利用者が増え３名の利用者さんが入院中に亡くなられました。感染症予防を徹底し

てきましたが、コロナやインフルエンザ感染が施設内に入り込み、隔離対応をせざるを

得なかったのが残念です。再度、健康管理の徹底を図り健康第一で 1 年を過ごすことが

出来るように職員一同努力していく所存です。　

【理事会開催】
　　①　令和６年５月３１日（金曜日）午後２時００分～午後３時００分
　　　　理事５名、監事２名、事務局２名出席
　　　　開催場所　あゆみの里　ふれあいホール
　　　　（1）審議事項

第１号議案 　令和５年度事業報告及び貸借対照表、収支計算書、
　　　　　　　財産目録等決算書類の承認の件［監査報告］

　　　　（2）報告事項
　　　　　　　　①定時評議員会の招集について
　　　　　　　　②理事長及び業務執行理事の業務執行状況の報告

　　②　令和７年３月７日（金曜日）午後２時００分～午後３時３０分
　　　　理事５名、監事２名、事務局２名出席
　　　　開催場所　あゆみの里　ふれあいホール
　　　　（1）審議事項
　　　　　　　　 第１号議案　令和６年度第一次補正予算 (案 )について

第２号議案　令和７年度事業計画 (案 )について
第３号議案　令和７年度当初予算 (案 )について
第４号議案　就業規則の改正について (案 )
第５号議案　給与規程の改正について (案 )
第６号議案　嘱託職員取扱規程について (案 )　
第７号議案　育児休暇・育児短時間勤務に関する
　　　　　　　規則の改正ついて (案 )

　　　　（2）報告事項
　　　　　　　　①理事長及び業務執行理事の業務執行状況の報告
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【定時評議員会開催】
　　①　令和６年６月１９日（水曜日）午後６時００分～午後７時３０分
　　　　理事２名、評議員７名、監事２名、事務局２名出席
　　　　開催場所　新富町「初音」 
　　　　（1）報告事項
　　　　　　　　①令和５年度事業報告の件
　　　　（2）決議事項

第１号議案　令和５年度の計算書類及び財産目録等の承認の件
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倫理綱領

　障害のある人たちに、人間としての尊厳が守られ、豊かな人生を自己実現できるように

支援することが、私たちの責務です。そのため、私たちは支援者のひとりとして、確固た

る倫理観をもって、その専門的役割を自覚し、自ら使命を果たさなければなりません。

　社会福祉法人 望洋会は、職員一人ひとりが組織の一員として、自らの行動に責任と自

覚を確立するため、「社会福祉法人 望洋会 倫理綱領」を定め、法人内外に明示し、私た

ちの規範とします。

１．【社会的ルールの遵守（コンプライアンス）の徹底】  

　　職員は、関係法令、法人の定めた諸規程はもとより、法人の理念や社会的ルールの　

　遵守を徹底します。

２．【個人の尊厳と人権の擁護】  

　　職員は、利用者の出自、性別、年齢、障害、性格、行動その他いかなる理由によっ

　ても差別せず、その基本的人権を尊重し、かつ擁護します。

３．【主体性の尊重】  

　　職員は、利用者の障害の状態、言動等を正しく理解、認識し、その持てる可能性を　

　できる限り発揮できるよう、利用者自らが選択、決定したことを最大限尊重し、その

　自立に向けた積極的な援助に努めます。

４．【プライバシーの尊重】  

　　職員は、利用者のプライバシーの保護、秘密の保持、財産の適切な管理に配慮します。

５．【生活の質の向上の支援】  

　　職員は、常に利用者の声に耳を傾け、共感をもってできる限り受容し、一人ひとりが

　安心と誇りを持ち、心豊かで潤いのある生活を共に作り上げるように努めます。
  
６．【社会参加への支援】  

　　職員は、利用者が社会の一員として生活していくため、知識や文化的刺激を受けられ    

　るよう社会参加、交流の促進を図るとともに、地域住民の理解と協力が得られる             

　ように努めます。
  
７．【専門性の向上】  

　　職員は、専門的知識、技能の向上を目指して、日々研鑽に努めるとともに、責任ある

　社会人としての姿勢を保持してまいります。

８．【地域との協働】  

　　職員は、地域社会の一員としての自覚を持ち、関係機関、団体等との密接な連携のも

　と、地域福祉の向上に努めます。
  
９．【環境改善】  

　　職員は、障害のある方々をとりまく環境の改善と、福祉文化の醸成に努めてまいります。



－４－

社会貢献活動

・みやざき安心セーフティーネット事業会費　２０万円拠出
・買物支援
　新富町社会福祉協議会と協力し、新富町内の高齢者の買い物送迎支援を年６回実施致
　しました。

運営方針

1．共同生活をおくる入所利用者やグループホーム利用者が、地域社会にとけこんで、
　 自立した生活が実現できるよう、様々な支援を行なう。

2．就労継続支援Ｂ型、生活介護等の日中活動支援を通して、働くことの尊さと喜びを 
　 会得し、利用者が社会と調和しお互いを助け合えるような豊かな人間性を養うこと
　 が出来るようにする。

3．利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立ってサービスの提供を行う。

4．利用者の施設サービスに対する苦情や意見を幅広く汲み上げ、サービス内容の改善
　 を図っていく。

5．事業経営に関する情報を施設利用者、及び保護者等に可能な限り公開し、運営の透 
　 明性を図る。

6．地域との結び付きを重視し、関係市町村、地域の保健・医療・福祉サービスとの綿
　 密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努める。
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１．事業体系（令和７年３月末現在）

　　①　施設入所支援事業　　　定員５０名／在籍４５名

　　②　短期入所支援事業　　　定員　２名（空床型）

２．情報公開

　　①　令和５年度 財務諸表等電子開示システム(独立行政法人福祉医療機構)により　

　　　　公開

　　②　あゆみの里お知らせ版刊行（７月、２月）

３．総合防災訓練（３月）

　　地震を想定した避難訓練を、地元消防団、分遺所、新富町役場対策課、他町内の皆さ　

　んの協力を得ながら、利用者・職員で、安全に施設内にある第２避難場所(駐車場)　

　まで避難する訓練を実施しました。まずは自分の命を守るという意識をみんなが持　

　ってくれたと思います。

指 定 年 月 日

管 理 者

所 在 地

事 業 所 名

事 業 種 類 障害者支援施設

令和５年　４月１日

大　富　省　三

あ　ゆ　み　の　里

児湯郡新富町大字上富田４７２６ー１



区　　　　　分 室数(室) 床面積(㎡) １人当たり面積(㎡)

室　　名 面　　積(㎡)室数(室)室　　名 面　　積(㎡)室数(室)

－６－

４．建 物 ・ 設 備 の 状 況

（１） 敷　　地　 宮崎県児湯郡新富町大字上富田

　　　　　　　　　　　　 ４，７２６番地１　　４，００２.３２㎡

　　　　　　　　　　　　 ４，７２６番地３　　２，５７８.８６㎡

　　　　　　　　　　　　 ４，７２６番地１１　　　　　２.２９㎡

　　　　　　　　　　　　 ４，７２６番地１２　　　　４９.７３㎡　　計６，６３３.２０㎡

（２） 建　　物　（住居棟・管理棟）鉄筋コンクリート造平屋　１棟　 　１，８０７.４５㎡

　　　　　　　　　(訓練棟多目的室）木造平屋　　　　　　　　１棟　　　　 １３１.７０㎡

　　　 付属建物　（洗濯棟）　コンクリートブロック造平屋　　１棟　　　　　 ８５.００㎡

　　　　　　　　　(機械室)　 鉄筋コンクリート造平屋　　　　１棟　　　　　 ４７.３２㎡

                                                              　　計２，０７１.４７㎡

（３） 設　　備

居室(４人部屋)

静 養 室

食 堂

職 員 室

浴 室

洗 面 所

便 所

医 務 室

調 理 室

事 務 室

施 設 長 室

洗濯室(プロパン庫)

機 械 室

宿 直 室

３９０．０

３２０．０

１８．０

８１．０

４０．０

５６．０

４０．０

１２６．０

１２．０

６５．０

４７．０

４０．０

８５．０

４７．３２

２１．０

１３

居室(２人部屋) ２

１

１

１

１

２

６

１

１

２

１

１

１

１

訓練棟・多目的室

作 業 場

倉 庫

相 談 室

更衣室(休憩室)

湯 沸 か し 室

玄関・ホール・廊下

屋内消火栓設備

スプリンクラー

非常通報設置設備

非常電源設備

計

１３１．７０

２５５．２６

４０．０

１５．０

９．０

８．０

５３６．１９

－

－

－

－

２，０７１．４７

１

１

１

１

１

１

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

１ 人 部 屋

２ 人 部 屋

３ 人 部 屋

４ 人 部 屋

５ 人 部 屋

６ 人 部 屋 以 上

計

１３ ３９０．０ ７．５

２ ３２０．０ ８.０

１５ ７１０．０ ７．７５

(４) 部屋の状況
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月　日 参加者名研　　修　　名

５.職員の研修状況

令和 6年 5月 20 日

6 月 21 日

7 月 9 日

7 月 11 日

8月1日～2日

8月24日

8月6日～7日

9月5日～6日

9月11日・12日

10月 24日・26日

11月 7日・8日

12月 20日

1月25日

奥野貴子

全職員

奥野貴子

原香奈江

鹿嶋・佐藤・上岡・長友
黒木彩・今井・黒木健

黒木健一郎

大富省三

加藤静香

那須　薫

鹿嶋和俊

那須　薫

鹿嶋・寺田・武田

後輩に仕事を正しく教えるティーチング研修　　　

施設内オムツ研修

課題解決力向上研修

ｷｬﾘｱﾊﾟｽ対応生涯研修課程中堅職員

令和６年度宮崎県社会就労ｾﾝﾀｰ協議会 職員研修①

ｷｬﾘｱﾊﾟｽ対応生涯研修課程初任者

ｷｬﾘｱﾊﾟｽ対応管理職コース

ｷｬﾘｱﾊﾟｽ対応生涯研修課程中堅職員

職務を通じて後輩を育てるOJT研修中堅コース(前期）

令和６年度九州社会就労センター(セルプ)研究大会(大分)

職務を通じて後輩を育てるOJT研修中堅コース(後期）

令和６年度宮崎県社会就労ｾﾝﾀｰ協議会 職員研修②

経営者協議会 大富省三



日
　
直

(土
･日

･祝
日
)

時
　
間

勤
務
形
態

平
　
日

夜
　
勤

日　　　　 課

業　　　　 務　　　　 内　　　　 容

( Ｂ 型)( 生 活 介 護 )( 夜　 勤　 者)

(１
名
)

(１
名
)

－９－

作 業 開 始 朝 礼

居 室 管 理 棟 掃

朝 食
体 操

居 室 内 整 理 整 頓

ト イ レ 浴 室 等 掃 除

起 床 ・ 洗 面･ 着 脱

昼 食 ・ 休 憩

作 業

夕 食

自 由

消 灯

( 休 み の 前 日 の み 消 灯)

健 康 チ ェ ッ ク な ど

起 床 呼 び か け

職 員 ト イ レ 掃 除

管 理 棟 窓 閉

職 員 朝 礼 申 送 り

朝 食
終 礼

管 理 棟 巡 回

園 外 ・ 居 室 棟 巡 回

消 灯 呼 び か け

居 室 棟 巡 回

居 室 棟 巡 回

迎 え
看 護 補 佐

居 室 棟 他 整 備

全 体 朝 礼

職 員 朝 礼

迎 え
全 体 朝 礼

職 員 朝 礼

ミ ー テ ィ ン グ

日 中 活 動

ケ ー ス 記 入

昼 食 ・ 休 憩

終 礼
日 誌 等 記 入

送 り

終 礼
送 り

作 業
作 業

昼 食 ・ 休 憩

支
援
員
関
係
の
例

６
．
職
員
の
勤
務
状
況

①
　
１
日
の
勤
務
形
態
及
び
業
務
内
容

０
１

２
３

４
５

６
７

８
９

10
11

12
13

14
15

16
17

18
19

20
21

22
23

24



令和６年度

月
性
　
別

在　所　及　び　退　所 入　院　及　び　外　泊

在所者

人 数

新　規
入所者

人 数

計

人 数 日 数

入院者

人 数 日 数

外泊者

人 数 日 数

計

人 数 日 数

退所者

人 数

死亡者

人 数

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10 月

11 月

12 月

1 月

2 月

3 月

計

男
女

計
男
女
計

男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計

男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男

女
計
男
女
計

37 36 1,042 2 24 8 24 10 48
11 11 329 1 1 1 1
48 47 1,371 2 24 9 25 11 49
36 36 1,062 1 14 10 40 11 54
11 11 337 3 4 3 4
47 47 1,399 1 14 13 44 14 58
36 1 37 1,048 2 29 3 9 5 38
11 11 329 1 1 1 1
47 1 48 1,377 2 29 4 10 6 39
37 36 1,062 3 33 8 22 11 55
11 11 339 2 2 2 2
48 47 1,401 3 33 10 24 13 57
36 35 1,039 2 34 7 38 9 721
11 10 340 1 1 1 11
47 45 1,379 2 34 8 39 10 732
35 35 1,002 9 48 9 48
10 10 299 1 1 1 1
45 45 1,301 10 49 10 9
35 35 1,040 8 45 8 45
10 10 309 1 1 1 1
45 45 1,349 9 46 9 46
35 35 1,022 9 28 9 28
10 10 299 1 1 1 1
45 45 1,321 10 29 10 29
35 35 1,048 10 37 10 37
10 10 308 1 2 1 2
45 45 1,356 11 39 11 39
35 34 999 2 22 12 64 14 86
10 10 303 3 7 3 7
45 44 1,302 2 22 15 71 17 93
34 34 905 2 26 9 21 11 47
10 10 279 1 1 1 1
44 44 1,184 2 26 10 22 12 48
34 1 35 1,019 1 31 4 10 5 41
10 10 308 1 2 2 2
44 1 45 1,327 1 31 6 12 7 43

425 2 423 12,288 15 213 98 386 112 5991
125 124 3,779 17 24 18 241
550 2 547 16,067 15 213 115 410 130 6232

※入院日・退院日または外泊開始日・終了日は、在所日数に含みます。入院・外泊日数には含まれません。

７．利用者の状況

年間在所状況実績

施設入所（通所）
宮崎市 １６（４） 都城市 ２（１） 川南町 　　 （１） 美郷町 １
小林市 ２ 西都市 　３ 高鍋町 ３（２） 鹿屋市 １
日向市 　２ 国富町 　 （１） 日之影町 １
延岡市 ６ 新富町 ３（９） 門川町 １
日南市 　１ 都農町 ２ 三股町 　１（１）

－１０－

1

1

1

1

1

1

3

3



苦 情 内 容 処 理 方 法

フィルターの掃除を都度行い、改善されない場
合は、業者に依頼している。

日課の時間表を掲示している。また利用者朝
礼時に都度話を行っている。

業者へ依頼し、破損部分の修繕する。
また、他の居室も破損していないか職員で確
認を行う。

８．(１)苦情解決処理状況(苦情解決委員会)

シャワーのお湯の出が悪い。

朝の行動開始時間が早すぎる利用者がいて、
ゆっくり眠る事が出来ない。

居室内の網戸が破損している、直して欲しい。

利 用 者 人 員

預 り 人 員

預 り 金 総 額

１人当りの預り金

６４人
（20)人

４８人
(6)人

 234,145,912円

4,878,040円

最 高 額

最 低 額

証 書 保 管 責 任 者

印 鑑 保 管 責 任 者

 51,256,961円

13,804円

佐　藤　祐　子

大　富　省　三

個

人

別

本　

人　

と　

の　

授　

受　

方　

法

管　

理　

の　

方　

法

本

人

支

給

金

の

概

要

入
所
者
が
購
入
す
る
主
な
日
用
品

衣類・日用品・趣向品　他

銀行の通帳による管理

入所者賃金

９. 利用者預り金等の状況

　(1)　利用者預り金状況　※（　)内はアニモ及び通所利用者　　　　　  R7.3.31現在

(USBデーター入力)
　本人が払戻請求書・入金票記入→担当職員→

預金戻入支出簿記入→印鑑保管してある施設長

室にて施設長より伝票に押印→担当職員→銀行

→担当職員→事務所にて本人へ渡す。本人預金

戻入支出簿サイン→立会人が確認後、捺印

－１１－



区　分 実施回数 実 施 月 消防署との連携(立合等) 夜　間(想　定) 記　録

設　　　備 設 備 状 況設　　　備 設 備 状 況

漏電火災警報器

非常警報設備

避難器具(すべり台等)

誘導灯・誘導標識

防火用水

非常電源設備

消火器

カーテン等の防火処理

避難階段

避難口(非常口)

防火戸(防火ｼｬﾀｰ)

屋内消火栓設備

屋外消火栓設備

スプリンクラー設備

自動火災報知設備

非常通報装置

有 (　 ヶ所)･無

有 (　 ヶ所)･無

有 ( ３ヶ所)･無

有 ( ５ヶ所)･無

有 ( １ヶ所)･無

有　･　無

有　･　無

有　･　無

有　･　無

有 ( ５ヶ所)･無

有(　　ヶ所)･無

有　･　無

有　･　無

有　･　無

有　･　無

有 (１６ヶ所)･無

有　･　無総合訓練 ３ 月

０

１ 回 有(　１回)・無 有(　　回)・無

有　･　無避難訓練 ０ 回 有(　　回)・無 有(　　回)・無

有　･　無消火訓練 雨天中止１ 回 有(　　回)・無有(　　回)・無

１０．災害事故防止対策

（１）　防火管理者　　　　　職　種　サービス管理責任者　氏名　鹿  嶋  和  俊

（２）　防火管理者選任届出　令和２年　３月　２日届出

（３）　防災・避難設備

※　建物点検１２月　　

※　不審者対策防犯訓練(さすまた)使用については資料配布

※　ＡＥＤ使用方法訓練６月

※　自然災害における停電等の非常事態時の対応訓練８月

※　生活介護事業については毎月１回、避難訓練又は防災に関する話を行っている

（５）　避難確保計画策定（令和元年８月１日）新富町に提出済

（４）　各種防災訓練の実施状況

－１２－



－１３－

区 　 　 分 記　録点検実施の状況 点検者職・氏名

業者委託による点検

自 主 点 検 有　･　無

有　･　無

有(　　１回)・無

有(　　２回)・無 東児湯防災センター

各 区 域 の 担 当 職 員

(５)　防火設備の保守点検の状況

指導・指示内容 指導事項等に関する改善内容実施年月日

・消防計画に基づき、消防訓練

　及び避難訓練を年２回以上実

　施する事。

・製造から１０年を経過した消

　火器は、耐圧性能点検を実施

　するか規格に適合する消火器

　を取り替えること。 

Ｒ６年　１１月２８日 ・１２月、３月に実施

・Ｒ6、１１月取り換え済み

(６)　消防署の立入検査の状況実施年月日

巡回時間夜 勤 形 態 人　　数

職員交代制 １～２名 １８：００

２０：００

２２：００(平日)／２３：００(休日)

　０：００

　４：００

　７：００

(７)　夜勤体制の状況



実 施 日 対象人員 受診人員 検査内容 実 施 機 関

Ｒ６年 ４月
４月
４月

胸部レントゲン
歯科検診
健康診断

健康づくり協会
みやじ歯科医院
北村医院

５８
４
６３

５８
３
６２

(１)　利用者の健康診断の実施状況

１１．衛生・看護状況

５８ ５５９月 健康診断 北村医院

２５ ２５１０月 インフルエンザ予防接種 北村医院、かかりつけの医療機関

(２)　職員の健康診断の実施状況

実 施 日 対象人員 受診人員 対 象 職 員 検 査 内 容 実施機関

R6年 4月

4月～6月

北村医院2 2 支援員 検診（35歳以下）

健康づくり協会2 2 支援員 胸部レントゲン

部長・支援員

市郡医師会病院

検診センター

4(男性) 4

事務長・支援員
調理師・看護師19(女性) 19

検診(35歳以上)
診察・視力・聴力・尿
便・採血・心電図

胃部・胸部レントゲン
(乳がん・子宮がん)

北村医院
30 30 全職員 健康診断

30
10月

29 全職員 インフルエンザ予防接種

内 科

循 環 器 科

呼 吸 器 科

外 科

脳 外 科

神 経 内 科

整 形 外 科

精 神 科

泌 尿 器 科

皮 膚 科

眼 科

耳 鼻 科

歯 科

婦 人 科

計

７人

１人

０人

０人

２人

０人

１人

０人

０人

０人

０人

０人

０人

０人

１１人

１００日

１１日

０日

０日

１６１日

０日

４７日

０日

０日

０日

０日

０日

０日

０日

３１９日

５９人

１５人

１２人

１４人

２０１人

１４人

２５０人

４１人

６２人

５４人

２２人

５人

２４１人

０人

９９０人

６８日

１５日

１２日

１４日

２２８日

２１日

３３９日

４４日

８０日

７５日

２５日

６日

３６５日

０日

１，２９２日

区　　　分

他 の 医 療 機 関 に お け る 診 療

入　　　　院

実 人 員 延診療日数

診
　
　
療
　
　
科
　
　
目

通　　　　院

実 人 員 延診療日数

(３） 利用者の受診状況

－１４－



区　　　分

施 設 医 務 室 に お け る 診 療

診　療　総　数

実 人 員 延診療日数

２９８日内科系疾患

２９８日計

２６５人

２６５人

２９８日

２９８日

２６５人

２６５人

左のうち保険請求を伴う診療

実 人 員 延診療日数

(４)　施設会計における医薬品、衛生材料の購入状況

区　　分 主　　な　　購　　入　　品　　目

医　　薬　　品 アルコール消毒液、ソリューションウォーター

ディスポ手袋、カットバン、マスク、ガーゼ、ウロペーパー、
抗原検査キット、ガウン、キャップ、フェイスシールド、
ニトルリ手袋

衛　生　材　料

－１５－
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－１７－



－１８－



４月５月６月７月８月９月 10月 11 月 12 月 １月２月３月 年計

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365

－１９－

１２．短期入所事業報告書

１ 事業の目的と運営

　　障害者自立支援法に基づき、居宅においてその介護を行う者の疾病や

　その他の理由により、短期間の入所を必要とする障害者等に対し、適切

　な指定短期入所サービスを提供した。

２　運営の実績

　　（１） 利用者定員　　２人

　　（２） 施設の利用状況

月

開所日数（日）

0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3延利用日数

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1延利用者数



１．はじめに

　　令和６年度は、健康管理として、毎朝の体温測定や体調確認を行いました。日中活動最後の

10分程の時間を使い、口腔体操と簡単な体操を行い、誤嚥防止と筋力維持に努めました。また、

月1回の避難訓練を実施し、防災に関する意識付けを行なってきました。

　午前中の活動では、問題集を使用した勉強の時間やＤＶＤ鑑賞等の趣味の時間を中心に、年間

計画に沿った活動を行いました。また、カラオケ・季節ごとの行事やテイクアウトを計画し、気

分転換の場を設けました。

　午後からは、居室整理や身体の保清(爪切り)、環境美化等の日課に取り組みました。また、筋

力維持及びADL低下防止の為、自己にて行える運動の支援を行いました。

　利用者の高齢化・重度化が進んでいる状況です。入浴についても、自立して行える利用者は数名

で、半数以上の利用者が全介助や半介助、見守りを必要とする状況です。浴室は、怪我や事故のリ

スクが高くなる為、安全に入浴が行える様、手厚い職員体制で実施しています。

・入　　浴　…　毎週月・水・金曜日(介助者見守り者は午前中、一部見守りは午後から)

　　　　　　　　（火・木 全介助者においては更衣）

見守りが必要な方・洗体・洗髪が不十分な方へ声かけ、一部介助の実施。

必要に応じ入浴後の軟膏塗布や湿布貼付等実施。

（看護との連携により、必要に応じ足浴を実施。）

・買い物援助　…　２週間に１度自己にて買い物に行けない利用者を中心に実施。主に日用品や嗜

　　　　　　　　好品、趣味の活動に必要なものを購入。

・理・美容　…　２ヶ月に１回カットサービスの手配。

・そ の 他　…　季節毎にイベント実施。

利用者にそれぞれの食事の希望を聞きテイクアウトを実施。(蔵亭の焼肉弁当)

イベント時に、焼いも等の提供。

－２０－



２．年齢別・男女別利用者数
入所利用（31名）

20歳
未満

20歳
29歳

30歳
39歳

40歳
49歳

50歳
59歳

60歳
69歳

70歳
以上 合 計

０ １

００

０ １

０

０

０

１

１

９

１

１３

２ １１

３

１６

１

１

２

２５

６

３１

５９.７歳

６０.３歳

５９.８歳

平　均

男

計

女

年齢

性別

令和7. 3.31 現在

20歳
未満

20歳
29歳

30歳
39歳

40歳
49歳

50歳
59歳

60歳
69歳

70歳
以上 合 計

０

０

０

０

０

０

０

０ ０

０

０

０

１

０

０ １

０

０

０

０

０

０

１

１

０歳

５７.０歳

５７.０歳

平　均

男

計

女

年齢

性別

通所利用（アニモ1名） 令和7. 3.31 現在

３．在所期間の状況
入所利用（31名）

期間

性別
１年未満

２

０

１

０

１年以上
３年未満

３年以上
５年未満

５年以上
10年未満

10年以上
15年未満 15年以上 計

男

女

計

２ １６

１ ２

４

３

７

２５

６

１９

０

２ １ ３ ３１

０

０

令和7. 3.31 現在

通所利用（アニモ1名）
期間

性別
１年未満

１年以上
３年未満

３年以上
５年未満

５年以上
10年未満

10年以上
15年未満 15年以上 計

男

女

計

０

１

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

令和7. 3.31 現在

令和7. 3.31 現在

－２１－

４．障害支援区分（生活介護32名）

区　　分

１

２

３

４

５

６

計

０

０

６

７

１１

１

２５

０

０

０

２

３

２

７

０

０

６

９

１４

３

３２

男 女 合　計



－２２－

ＡＭ(９：３０～１１：３０) ＰＭ(１３：３０～１６：３０)

月

火

水

木

金

土

趣味、ＤＶＤ観賞、介助者シーツ交換

美術、勉強、介助者シーツ交換

環境美化、リラクゼーション、介助者シーツ交換

創作活動、体操、シーツ交換(自立者)

趣味、希望者カラオケ、ゲーム、介助者シーツ交換

入浴介助・入浴見守り

更衣・清拭・爪切り

入浴介助・入浴見守り

更衣・清拭・爪切り

入浴介助・入浴見守り

５．年　間　行　事

令和６年

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

令和７年

１月

２月

３月

・避難訓練　　　　・開園記念祭

・胸部レントゲン　

・避難訓練　・いきなりステーキ祭
・コスモス観賞(西都原)　・外出引率(イオン)
・インフルエンザ予防接種

・避難訓練　　　・散髪

・バルサン　　　・外出引率(イオン)

・避難訓練　・クリスマス工作

・散髪　・外出引率(イオン)　　

・七夕工作　　　・衛生教育

・避難訓練　　　・外出引率(イオン)

・利用者忘年会　　・大掃除　　

・クリスマスゲーム　・避難訓練

・散髪　・避難訓練　

・年始イベント(焼いも)

・外出引率(イオン)

・避難訓練　・散髪　・オムツ研修

・避難訓練　　・外出引率(イオン)

・衣類出張販売

・テイクアウト　・散髪

・避難訓練

・外出引率(イオン)　

・ハロウィン工作　　・散髪

・居室掃除　・散髪　・避難訓練

・総合防災訓練　・外出引率(イオン)

１週間の流れ

※入浴の実施については、季節(気温)に応じた対応を行ってきました。



１．はじめに
　B型事業としては、令和6年度当初の利用者数は31名でした。年度途中に2名退所、2名生活介護

へ移行、1名入所があり、令和7年3月31日時点で28名の利用者数になっております。令和6年度の

作業売上に関しては、年間売上目標の34,350,000円に対して売上45,420,331円で、目標を達成す

ることができ、工賃総額は9,089,682円で、利用者1人当たり平均工賃27,055円を支給することが

出来ました。

　品別として、印刷売上21,908,060円（売上目標22,000,000円）達成率99％、アパレル売上

16,842,686円（売上目標7,500,000円）達成率224％、お茶・麺類売上5,817,958円（売上目標

4,250,000円）達成率137％、軽作業売上851,627円（売上目標600,000円）達成率142％でした。

　今年度は、多くの展示販売に参加するとともに、アパレルでは特別価格のキャンペーンでの受

注を継続・JA直売所での自社商品販売。お茶では新たに飲み比べ3選パックの販売。軽作業では

新富町役場の水やり・ズッキーニ袋詰め及びJA直売所で販売等を行い売上向上に繋げ、売上目標

金額を達成する事が出来ました。

－２３－

２.年齢別・男女別利用者数
通所利用(28名)

20歳
未満

20歳
29歳

30歳
39歳

40歳
49歳

50歳
59歳

60歳
69歳

70歳
以上 合 計

1 ０

1１

2 1

０

０

０

３

1

3

4

7

4 7

１

8

6

０

6

２０

８

２８

62.3歳

48.6歳

58.3歳

平　均

男

計

女

年齢

性別

令和7. 3.31 現在

３. 在所期間の状況
通所利用

期間

性別
１年未満

2

2

１年以上
３年未満

３年以上
５年未満

５年以上
10年未満

10年以上
15年未満 15年以上

男

女

計

5 10

2 3

2

1

3

２０

８

13

1

4 7 ２８1

令和7. 3.31 現在

４.前年度の工賃支払対象者数・支払工賃額の状況 令和7. 3.31 現在

月

工賃総額(円)

延べ利用者数(人)

開所日数(日)

779,536

634

22

790,947

668

23

625,064

483

22

753,502

623

23

694,050

567

23

708,789

537

22

729,016

579

23

762,555

566

22

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

月

工賃総額(円)

延べ利用者数(人)

開所日数(日)

768,071

598

23

690,134

520

23

721,048

496

20

1,066,970

562

23

9,089,682

6,833

269

１２ １ ２ ３ 計

平均工賃月額

２７，０５５ 円



－２４－

５.令和６年度 売上実績一覧 令和7. 3.31 現在

708,771 33,391

597,923

1,388,970 725,980 39,233

3,275,395

2,008,050 2,008,050 231,535 3,132,205

1,712,155 73,285

1,138,750 802,855 57,553

2,389,255 777,551

1,179,520 1,179,520 970,297

1,122,550 1,122,550 133,720

1,758,170 1,758,170

5,817,958

22,000,000 7,500,000

11,070,331

11,070,331



－２５－

◇令和６年度　展示販売実績

※新型コロナウイルス蔓延に伴い、各種イベントに参加辞退する。

日　　付 売　　上展　示　販　売　場　所

６月２２日 １１，２２０円西米良村地域福祉交流会

８月２４日 ５，２２０円セルプ職員研修会

中同協第 52 回青年経営者全国交流会 in 宮崎９月１９日～２０日 ７８，０００円

１０月１２日 ９００円西米良花火大会

１０月３１日 １３，１９０円九州老人福祉施設職員研修大会 (宮崎大会 )

１１月７日 ２１，９９０円たかなべ福祉まつり「社協マルシェ」

１１月２０日 ２１１，８６０円全国民生委員児童委員大会 宮崎大会

１１月２３日 ４１，１５０円まつりしんとみ

１１月３０日～１２月１日 ８３３，４２２円新田原基地航空祭

１２月１４日 ４，８６０円西米良村地域福祉交流会

１月２５日 ２，１６０円宮崎県社会就労センター協議会職員研修会販売

２月５日～１５日 ５２，７００円県中ブロック会議・研修会 (移動販売 )

１月２１日 １５，３８０円しごと×つながる in きらり販売会

◇Ｂ型年間行事報告

実 施 日 行 事 内 容・反 省 点行 事 名 参加者

天候が悪く室内での開催であったが、職員の余興
も楽しく盛り上がりました。
還暦祝いや売上に貢献された方の表彰も行ないま
した。食事はバーべキューで美味しく食べました。

４月１１日(木) 開園記念祭 全　員

ステーキを 1人 150ｇ提供しました。お肉が柔らか
く量も丁度良く毎回楽しみにしている行事です。

１０月２９日(木)
いきなり
　　ステーキ祭

全　員

７０歳以上の利用者の方にお祝いを行ないました。
お弁当を準備。おかずが沢山入っており彩りも良
くバランスの良いお弁当でした。敬老 Tシャツの
プレゼントもあり喜ばれていました。

９月１９日(木) 敬老会 全　員

大人のランチ (ハンバーグ・チキン南蛮・エビフ
ライ )デザートにコーヒーゼリーを提供しました。
ボリュームもあり、全部美味しかったと大好評で
した。

７月５日(金) 七夕祭 全　員

今年度の利用者忘年会は感染症予防として食事会のみの開
催となりました。お食事処たじまでお弁当を注文し普段は
食べることのないメニューばかりで喜ばれました。
食事だけでしたが、ゆっくりとした時間を過ごすことがで
きました。

１２月２６日(木) 利用者忘年会 全　員



－２６－

月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

計

更新 (件 ) モニタリング(件)

成 人

1 11

1 6

1 6

2 3

2 5

2 3

1 10

3 7

3 6

1 2

3 7

0 1

20 67

12

7

7

5

7

5

11

10

9

3

10

1

87

成 人

　他の相談支援事業所や関係機関、社会資源との連携を図り、サービス等利 

用計画の実現を図る。新富の障がい者相談支援連絡協議会に参加し、 情報交

換やサービス等利用計画の考え方について意見交換する場を持つことができ

た。計画相談のあり方について今後も議論し町内の相談支援事業の充実を図

る必要がある。

　相談支援専門員として障がい者・家族等の話に傾聴できる資質と、 計画相

談における現任研修等を受け、相談支援専門員としての資質の向上に繋がる

ように努めた。

町内の相談支援事業所が集まり、それぞれの相談内容等を報告し検討する事等に

より、障害福祉サービスのニーズに幅広く応える事ができるようになった。

相談支援事業報告

計



～食事会を通して～

　旬の食材を使用し季節を感じてもらい楽しく過ごす時間ができました。

たくさんの人との協力もあり「初めて食べた‼」と感激してもらえる料理も提供出来ました。

共同生活援助事業報告「ケアホームアニモ」

　コロナ対策にて今年度も外出・外泊を自粛がありました。感染予防をしながら行事を行ないまし

た。４月１９日オープン祭、９月２０日新しく入所された利用者さんの歓迎会・観月祭、１２月１

８日クリスマス会、１月１６日忘年会と利用者の誕生日の希望される食事提供も行い喜ばれました。

(５) アニモ行事

４／19　(金)　オープン記念祭（職員９名参加）

たけのこご飯、エビフライ、カツオのたたき、焼物(イカ、カキ)、すまし汁、

シュークリーム

　９／20　(土)　歓迎会・観月祭（職員４名参加）

月見バーガー、フライドポテト、里芋、コーンスープ、月見団子

１２／23　(金)　クリスマス忘年会

魚のポアレ、サーロインステーキ、ロールパン、サラダ、スープ、ケーキ

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計
（日）

214 213 180 184 184 207 215 207 214 212 179 199 2,408

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計
（食）

450 461 419 400 401 456 463 454 470 484 406 437 5,301

実  施  月  日 内　　　　　　　容 参　加　者

　４月１１日 職員２名・世話人４名通報訓練

　６月２６日 ＡＥＤ心肺蘇生法講習 職員３名・世話人２名

　９月４日 職員３名・世話人４名災害緊急時の対応についての訓練

　３月１９日 職員２名・利用者７名総合防災避難誘導訓練

(１) 在籍　７名

(２) 利用延日数

入院期間のある利用者…なし

(４) 防災訓練報告

(３) 食数

－２７－



有　･　無総合訓練 ３月

６月

１ 回 有(  １ 回 )・無 有(　　回)・無

有　･　無避難訓練 １ 回 有(　　回)・無 有(　   回 )・無

有　･　無AED訓練 ９月１ 回 有(　　回)・無有(　　回)・無

有　･　無通報訓練 ４月１ 回 有(　　回)・無有(　　回)・無

区　分 実施回数 実 施 月 消防署との連携(立合等) 夜　間(想　定) 記　録

 ④ 各種防災訓練の実施状況

※総合訓練は、地震を想定し実施。

※非常通報点検　Ｔｅｌｗｅｌ西日本（2024年 4/5 、7/5、10/4 、2025年 1/10）

設　　　備 設　　　備

漏電火災警報器

非常警報設備

避難器具(すべり台等)

誘導灯・誘導標識

防火用水

非常電源設備

消火器

カーテン等の防火処理

避難階段

避難口(非常口)

防火戸(防火ｼｬﾀｰ)

屋内消火栓設備

屋外消火栓設備

スプリンクラー設備

自動火災報知設備

非常通報装置

有 ( 　ヶ所)･無

有 ( 　ヶ所)･無

有 ( 　ヶ所)･無

有 ( ４ヶ所)･無

有 ( 　ヶ所)･無

有　･　無

有　･　無

有　･　無

設 備 状 況

有　･　無

有 ( ４ヶ所)･無

有 (   ヶ所)･無

有　･　無

有　･　無

有　･　無

有　･　無

設 備 状 況

有 ( ５ヶ所)･無

（６）災害事故防止対策

 ① 防火管理者　　　　　職　種　生活支援員　氏名　四　位　有　希

 ② 消防計画　　　　　　令和２年　４月　１日届出

 ③ 防災・避難設備

－２８－



区 　 　 分 記　録点検実施の状況 点検者職・氏名

業者委託による点検

自 主 点 検 有　･　無

有　･　無

有(　　１回)・無

有(　　２回)・無 東児湯防災センター

各 区 域 の 担 当 職 員

⑤ 防火設備の保守点検の状況

宿　直　形　態 人　　数 巡回時間

実施年月日 指導・指示内容 指導事項等に関する改善内容

２０：００

２２：００(平日)／２３：００(休日)

　０：００

　５：００

⑦ 夜間体制の状況

⑥ 消防署の立入検査の状況

職員交代制

令和５年１２月１９日 指摘事項なし

１　名

－２９－
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